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コメント 

 本研究は、低温・低圧で動作するアンモニア合成触媒の開発
を⽬的としている。応募者は電⼦供与能の⾼い担体を⽤いるこ
とにより、アンモニア合成活性が向上することを既に⾒いだし
ている。本研究では、これを基礎として、新たな触媒設計によ
り電⼦供与能を更に増幅し、低温、低圧の条件下において⾼収
率のアンモニア合成固体触媒を実現することとしている。 
 定量的な達成⽬標が設定され、また、研究内容には応募者の
独⾃性が認められており、⼤きな社会的インパクトが期待でき
る研究である。 
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